
 

介護サービス利用の名義貸しにご注意ください！ 
 

◆事例１   

開設予定の介護施設の職員と名乗る者から「介護保険に入りたくても入れない人がいる。

お礼に５万円差し上げるので介護保険の名義を貸してくれ」と言われた。現在介護保険は使

用していないので、「いいですよ」と言ってしまい、問われるままに銀行の口座番号を教えて

しまった。後で不審に思い、断ろうと伝えられた番号に電話したがつながらなかった。 

 

◆事例２   

 大手商事会社を名乗る男から「市内に老人介護施設をつくる。市内在住の方に優先入居の

権利がある。市外に在住の方には優先入居の権利がないので介護施設に入居する予定がない

のであれば１口１０万円で権利を譲ってほしい。」と言われたが、話が不審なので断った。 

１週間後、私の権利を購入したという人からお礼の電話があり、書類に署名と捺印をして

ほしいので、自宅に伺うと言われた。怖くなり、警察に通報すると言ったら電話を切られた。 

 

【消費者へのアドバイス】 

介護保険サービスは、介護認定を受けた本人しか利用することができず、他人に権利を譲

ることはできません。また、市や介護施設の職員が名義を譲るよう持ちかけることは絶対に

ありません。「名義を貸して」「あなたの名前で登録した」などと持ちかけてくる電話は詐欺

の可能性が高いので応じないでください。 

 「名義を貸すだけ」などと説明があっても、後から様々な口実で金銭を要求されます。一

度お金を払ってしまうと、次々に請求されることがあるうえ、取り戻すことは困難です。 

 大手企業の名前を出すことにより消費者を信用させようとしますが、名前を使われた企業

が係わっていることはほとんどありません。 

 

・不審な電話は詐欺です。すぐに切ってください。 

  留守番電話機能を利用して、必要に応じて後でかけ直すようにしてください。 

・このような電話がかかってきたら、 

上尾警察署生活安全課(電話：７７３－０１１０)へ相談してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

上尾市消費生活センター 
相談専用電話７７５－０８０１ ◆相談時間 

  月～金（祝日、年末年始を除く） 
  午前１０時～１２時 
  午後１時～４時 

〒362-0075上尾市柏座４－２－３  
上尾市コミュニティセンター２階 

 

消費生活センターからのお知らせ 

生活の情報   
 

上尾市メールマガジン 安心・安全メールで悪質商法に関する緊急情報の提供をしています。 

ぜひ、ご登録ください。  http://www.city.ageo.lg.jp/page/mailmagazine.html 
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